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本年度研究成果 

I 研究背景 
 福島原発事故後には放射線に関して必要以上に危険を煽る言説が流布した。特に SNS 上では

真偽不明の情報が拡散しやすい。災害時に偽情報・誤情報を防ぎ科学的に正しい情報を拡散させ

るには、間違った情報をすぐさまファクトチェックで打ち消すとともに、即時に正しい情報を発

信していく体制の構築が鍵となる。膨大な偽情報・誤情報との戦いは、要する労力と時間の圧倒

的な非対称性から、正確な内容を求められる科学者にとって勝ち目がないようにも思われる。科

学者の迅速な情報収集・要約・文章案作成の大幅な時間短縮を可能とする有用な支援ツールとし

て、発展著しい生成 AI を活用することを考え、そのための課題の検証を本研究の目標とする。 
 
II 目的 
 本研究班では SNS 時代の正確で迅速な情報発信を目指して、特に近年発展目覚ましい生成 AI
を活用する野心的な研究を推進する。また、異分野連携した科学者ネットワークの構築を図る。 
 
III 研究方法 
 政府・行政・自治体からの原発事故後の情報発信について調査し、それに対する市民の反応を

分析することにより、公的機関等からの情報発信の問題点を明らかにし、また、誤情報・偽情報

の把握への応用を目的として Twitter (X) データの感情分析を行う。議論の分かれる低線量放射

線の医学的影響についても精査し、Web 上で発信するとともに、SNS に加え、過去数年間で急速

に発展している大規模言語モデル(LLM)を用いた生成 AI を活用する際の課題を検証する。 
 
IV 研究結果、考察及び今後の研究の方針 
 主任研究班では、まず当時の公的機関の発信とその反応を調べ、原発事故後半年間の時系列イ



 

 

ベントデータを Twitter (X) 投稿から抽出してインタラクティブに閲覧可能なビューグラフを完

成させるとともに、投稿の分析を行い、東電や国に対する要望と批判の一方、地方自治体へは情

報提供の割合が最多であることを明らかにした。次に、科学者が短時間で正確な情報提供するた

めの支援として、生成 AI の大規模言語モデル(LLM)／検索拡張生成(RAG)による文献検索と内容

要約システムの構築、また執筆支援として、特に原発事故後の「暮らしの放射線 Q&A」問答集を

RAG データとして活用した AI で、標準的な回答案を素早く作成できることを実証した。AI 回答

の正確性、適切性、効率化についても検証し、ハルシネーションの問題も見られなかった。 
 分担研究班では、放射線に関する情報を的確に把握し迅速に適切な情報発信を行う体制の構築

を目指した。誤情報・偽情報の判定、ファクトチェックへの応用を視野に、投稿のセンティメン

ト判定を行った。処理水放出に対して投稿者の態度（肯定／否定／中立）を班員４名および２種

の AI で判定したところ、最新の推論型 AI の判断は特に専門家と近かった。今後の迅速な自動判

定に道を拓くものである。また、異分野の科学者や市民高関心層の連携を目的として、Web サイ

トに解説記事 21 報を新たに掲載した。さらに、低線量放射線の生物学的影響の精査のため、勉

強会を都合８回開催し、市民を含む参加者が毎回３時間以上に及ぶ活発な議論を繰り広げた。 
 今後は、得られた知見をもとに論文投稿を目指すとともに、これまでに蓄積されたデータを活

用して、環境省の研究事業とは別の形で、できる範囲で研究活動を継続していく方針である。 
 
V 結論 
 SNS・AI 時代において、従来からのリスクコミュニケーションのありかたを革新し、放射線問

題に関しても今後、生成 AI を研究・活用した迅速な科学情報の発信に努める必要がある。 
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